
　
十
一
代
孫
七
郎
が
「
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
鉄
輪
荘
十
二
町

　
歩
賜
わ
り
」
と
あ
り
、
以
来
鉄
輪
に
居
住
又
は
領
有
し
た
の
で

　
あ
ろ
う
。

４
　
口
伝
に
よ
れ
ば
、
落
城
脱
出
に
は
月
夜
の
中
を
女
人
（
後
世

　
伝
え
ら
れ
る
虎
御
前
か
？
）
が
髪
長
く
な
び
か
せ
、
横
櫛
を
喰

　
え
観
世
音
を
背
負
い
、
鏡
を
胸
前
に
下
げ
こ
れ
を
打
ち
鳴
ら
し

　
な
が
ら
走
り
だ
し
、
驚
い
て
退
く
敵
中
を
突
破
し
て
福
田
寺
に

　
逃
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
時
の
櫛
と
鏡
は
筆
者
方
の
火
災
時

　
に
粉
失
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

５
　
谷
川
氏
滅
亡
後
の
観
世
音
は
、
そ
の
後
筆
者
の
元
屋
敷
南
端

　
（
現
在
矢
田
守
氏
宅
東
隣
）
現
存
す
る
矢
田
一
族
の
始
祖
（
寛

　
治
五
年
・
一
〇
九
一
年
）
を
杷
る
矢
田
家
清
碑
の
北
側
に
並
ん

　
だ
約
四
坪
の
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
、
筆
者
方
の
屋
号
局
（
つ
ぽ

　
ね
）
を
冠
し
て
通
称
局
観
音
と
言
わ
れ
、
村
民
が
礼
拝
し
て
き

　
た
。
前
記
の
火
災
で
も
屋
敷
端
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
て
難

　
を
の
が
れ
た
。

　
　
明
治
中
期
に
は
筆
者
方
は
破
産
し
て
離
村
し
、
そ
の
後
部
落

　
民
に
よ
っ
て
祭
杷
か
続
い
て
来
、
昭
和
十
三
年
部
落
集
会
所
（
現

　
公
民
館
の
前
身
）
建
設
と
共
に
観
世
音
も
こ
れ
に
移
さ
れ
て
現

　
在
に
至
っ
て
い
る
。

６
　
北
鉄
輪
部
落
に
は
古
く
よ
り
三
体
の
信
仰
対
象
が
あ
っ
た
。

　
稲
荷
社
・
弁
財
天
と
前
記
観
世
音
で
あ
る
。
と
も
に
矢
田
氏
の

　
安
置
で
あ
る
が
、
弁
財
天
は
盗
難
に
あ
い
社
の
み
が
北
鉄
輪
柏

　
本
氏
宅
入
口
に
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
稲
荷
社
は
矢
田
ア
牛
氏
方
東
隣
に
現
存
し
、
年
一
回
の
祭
祀

　
は
絶
え
る
事
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
　
観
世
音
は
、
仁
聞
作
で
文
化
財
価
値
大
と
広
く
喧
伝
さ
れ
て

　
幾
度
か
の
盗
難
に
あ
っ
た
が
、
不
思
議
に
も
そ
の
都
度
回
収
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
れ
て
住
民
の
信
仰
対
象
と
し
て
大
切
に
奉
持
さ
れ
、
昔
年
よ
り
　
4
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
の
恒
例
で
あ
る
旧
盆
十
七
日
に
は
供
養
踊
り
が
現
在
も
続
い
て

　
い
る
。

一
通
の
手
紙
と
武
家
不
断
枕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
部
　
和
　
也

　
十
数
年
前
の
或
る
夏
の
日
。
一
通
の
手
紙
か
届
い
た
。
そ
れ
は

妻
宛
で
差
出
人
は
親
族
の
Ｈ
氏
、
そ
の
手
紙
に
は
次
の
様
な
事
か



記
さ
れ
て
い
た
。
「
貴
家
の
四
代
前
の
当
主
油
屋
順
策
勝
重
は
、

安
政
七
年
（
一
八
二
四
）
幕
命
に
よ
り
天
領
速
見
郡
内
主
要
道
路

に
、
道
標
を
建
立
し
て
い
る
、
現
存
す
る
道
標
確
認
を
頼
む
云
々
」

　
当
時
、
私
も
妻
も
郷
土
史
に
対
し
て
無
関
心
ば
か
り
か
、
我
が

家
の
家
系
に
つ
い
て
も
興
味
す
ら
持
合
せ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
手

紙
に
よ
り
先
祖
の
歴
史
的
遺
産
を
見
た
い
欲
求
と
・
文
禄
年
間
（
一

五
九
二
）
よ
り
続
い
た
家
系
を
調
べ
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
、
そ
の

正面

気
に
な
り
道
標
裸
し
か
始
ま
っ
た
。
誰
れ
に
相
談
す
る
こ
と
も
な

く
、
古
老
に
聞
い
て
は
た
だ
ヤ
ミ
ク
モ
に
車
を
走
ら
せ
た
。

　
銭
瓶
峠
。
城
腰
。
七
蔵
司
。
カ
ン
タ
ン
。
杵
原
。
由
布
院
。
明

僣
。
道
標
何
本
か
は
発
見
し
た
が
、
先
祖
が
建
て
た
道
標
の
確
証

か
得
ら
れ
ず
途
方
に
く
れ
て
い
た
時
、
Ｈ
氏
よ
り
野
口
原
の
氏
の

先
祖
堀
助
之
丞
家
墓
地
に
以
前
道
標
か
建
っ
て
い
た
か
、
現
在
な

く
な
っ
て
い
る
。
豊
岡
の
稲
光
氏
に
聞
い
た
ら
宜
し
か
ろ
う
と
、

早
速
同
氏
に
尋
ね
た
。
「
寺
院
の
名
は
忘
れ
た
か
、
境
内
に
建
っ

て
い
る
の
を
確
か
に
見
た
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
崇
福
寺
。
修
福
寺
。
宝
満
寺
を
裸
し
て
朝
見
長
松
寺
に
行
っ
た
。
4
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
本
堂
に
通
ず
る
参
道
の
右
手
に
一
本
の
道
標
が
建
っ
て
い
る
。

も
し
や
、
と
思
い
裏
側
を
見
る
と
、
安
政
七
年
庚
申
年
、
堀
助
之

丞
、
油
屋
順
策
と
刻
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
百
五
十
年
以
上
も
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
完
全
な
姿
で
建
っ
て
い
た
。
そ
の
現
物
に

順策
之尤
銘
　
接
し
た
時
の
感
激
は
、
た
と
え
様
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
道

Ｉ
Ｉ
Ｊ

屋

助

油

堀

標
現
在
は
市
美
術
館
玄
関
前
の
植
込
み
の
中
に
建
っ
て
い
る
。

　
後
日
、
Ｈ
氏
よ
り
油
屋
家
に
関
す
る
資
料
数
点
が
届
い
た
。
そ

の
中
に
「
武
家
不
断
枕
」
の
一
部
コ
ピ
ー
か
あ
っ
た
。
嘉
永
三
年

　
（
一
八
五
〇
）
鶴
崎
の
儒
者
毛
利
空
桑
か
細
川
藩
を
解
職
さ
れ
油



屋
家
仲
町
の
家
敷
内
に
隠
と
ん
中
、
「
武
家
不
断
枕
」
を
発
見
、

始
め
て
世
の
中
に
紹
介
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
一
年
、
Ｈ
氏
を
訪
ね
た
。
氏
は
大
変
喜
び
家
宝
に
し

て
お
る
先
祖
伝
来
の
品
物
の
中
よ
り
、
油
紙
に
包
ま
れ
た
品
を
目

の
前
に
置
き
、
お
も
む
ろ
に
言
っ
た
。
「
林
仲
介
が
書
い
た
武
家

不
断
枕
は
こ
れ
で
す
」
と
。

　
そ
れ
は
和
紙
に
書
か
れ
た
上
下
二
巻
に
な
っ
て
い
た
。
上
巻
は

肉
太
い
男
性
的
な
字
で
書
か
れ
、
下
巻
は
肉
細
く
流
れ
る
様
な
き

れ
い
な
宇
で
書
か
れ
て
い
た
。
保
存
が
良
く
余
り
損
傷
し
て
い
な

か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
氏
は
次
の
様
な
説
明
を
し
て
く
れ
た
。

　
上
巻
は
写
本
。
下
巻
が
原
稿
本
。
写
本
と
原
稿
本
と
の
組
合
せ

は
、
原
稿
本
と
写
本
、
写
本
と
原
稿
本
と
の
二
組
を
作
り
、
う
ち

一
組
消
滅
し
て
も
他
の
一
組
で
そ
の
存
在
を
証
明
す
る
た
め
の
知

恵
だ
ろ
う
。
と

　
林
仲
介
な
る
人
物
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
山
城
の
国
、

宇
治
満
福
寺
の
添
書
を
持
ち
、
持
病
の
筋
痛
治
療
の
た
め
堀
助
之

丞
家
を
訪
ね
た
。
堀
家
の
厚
意
に
よ
り
温
泉
治
療
に
専
念
。
請
わ

れ
る
ま
ま
に
村
人
に
学
を
教
え
師
と
仰
か
れ
て
い
た
が
、
ど
う
し

た
わ
け
か
割
腹
自
忍
し
た
。
持
物
を
整
理
し
て
い
る
時
「
武
家
不

断
枕
」
が
発
見
さ
れ
、
男
の
素
性
が
判
っ
た
。
扱
州
住
人
林
仲
介

と　
本
に
は
浅
野
長
矩
忍
傷
の
原
因
か
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
赤

穂
の
塩
に
目
を
付
け
た
幕
府
の
陰
謀
に
よ
る
も
の
だ
。
と

　
発
見
さ
れ
た
所
が
天
領
別
府
で
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
を
批
判
し

た
此
の
本
は
公
表
を
差
し
止
め
ら
れ
、
一
部
の
人
以
外
は
本
の
存

在
す
ら
知
ら
さ
れ
ず
、
ヤ
ミ
の
中
に
葬
れ
て
い
た
と
の
事
。

　
Ｈ
氏
は
昨
年
他
界
し
た
。
今
年
六
月
初
め
所
用
の
帰
り
に
Ｈ
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

を
訪
ね
未
亡
人
に
お
逢
い
し
た
。
未
亡
人
に
よ
る
と
、
Ｈ
氏
急
逝
　
4
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

だ
っ
た
た
め
「
武
家
不
断
枕
」
の
所
在
を
聞
き
洩
し
、
所
在
不
明
、

門
外
不
出
な
の
で
持
出
し
は
考
え
ら
れ
ず
、
困
惑
し
て
い
る
と
の

事
。
一
日
も
早
く
発
見
出
来
る
事
を
神
に
念
じ
Ｈ
家
を
辞
し
た
。

　
未
亡
人
よ
り
Ｈ
氏
生
前
大
切
に
し
て
い
た
帆
足
万
里
の
書
を
形

見
と
し
て
頂
い
た
。
万
里
の
書
は
難
解
の
た
め
日
出
町
佐
藤
暁
氏

に
解
読
を
お
願
い
し
て
い
る
。
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